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プロフィール

お客様の物流現場の課題に「総合力」で対応します。

強み
当社の

●●
●
生産拠点
販売拠点

商品力
それぞれのお客様にとって
「最適な1台」を提供できる、
豊富なラインアップ

1

ソリューション力2

ネットワーク力
グローバル＆地域密着の
開発・生産・販売・サポート体制

3

小回りがきく

屋内使用

クリーンバッテリー
タイプ

エンジン
タイプ

パワフル

屋外使用

ハイスピード

現状分析・
問題発見

❶

❷

❸❹

❺ ソリューション
提案更新・改善提案

設置・導入メンテナンス

フォークリフト 物流システム

●
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●
●
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リーチスタッカ
（マイ・スター）

ピッカーエースシリーズ

プラッターシリーズ

トランサーシリーズ

〈無人搬送車〉

ロジスティック
ナビゲーション
システム

パレットタイプ

〈自動倉庫〉

過酷な作業環境にもパワフルに対応
エンジンフォークリフトでは、小型・中型・大型の幅広い
ラインアップを展開。ハイレベルなパワーとスピード、
高い環境性能を備えた製品が、世界中の
港湾、物流、工場などの荷役現場で
活躍しています。

使いやすさと安全性を追求
1939年に当社が日本で初めて開発したバッテ
リーフォークリフトの分野では、作業性・操作性・
安全性に優れた多様な製品をラインアップ。お客様の
様々な利用環境に適応する製品を開発しています。

収容効率の追求はもちろん、前後工程
へのスムーズな供給や作業性を重視。
お客様の物流形態・用途・予算に合わ
せたシステムを提案します。

●

バッテリータイプ

エンジンタイプ

保管・搬送・管理を
最適化する

物流システムを提案

〈倉庫管理システム〉

1

お客様現場の目線で、
多岐にわたる物流現場の課題を
トータルに解決



中期経営計画「Best Integration 2017」の達成に向けて着実に前進できました。

46億9千9百万円(同※15.9%増)、経常利益43億7千7百

万円(同※7.5%増)と、いずれも増益を達成しました。また、

親会社株主に帰属する四半期純利益は24億3千8百万円

(同※10.1% 増)となりました。

上半期の市況と業績の総括

ユニキャリアホールディングス（株）の
株式取得について

社長メッセージ

事業統合3年目となる第115期上半期は、国内・海外の市場拡大を背景に、売上・営業利益とも拡大しました。
下半期も事業規模のさらなる拡大とグローバルでのシェアアップを目指した施策を推進し、中期経営計画「Best Integration 2017」の達成につなげてまいります。

　当上半期、国内市場ではエンジンフォークリフトを中心

にフォークリフト需要が回復したことを受け、主力製品である

リーチ型バッテリーフォークリフト及びラックフォークのフ

ルモデルチェンジ車を市場投入したほか、第四次排ガス規

制対応エンジンフォークリフトの販売・サービスに注力しま

した。一方、海外市場では、中国など新興国の販売は伸び

悩んだものの、経済が比較的好調な米国市場で販売が伸張

したほか、再生に取り組んできた欧州子会社の収益改善が

進みました。

　これらの結果、上半期の連結売上高は、1,231億3千万円

（前年同期比※12.7%増）となりました。利益面については、

国内や米国での売上増に加え円安の影響もあり、営業利益

代表取締役社長

二ノ宮 秀明

売上高
（百万円） 上半期 （百万円）

（3月期）2013
（第112期）

2014
（第113期）

2015
（第114期）

2016
（第115期）

2012
（第111期）

（3月期）2013
（第112期）

2014
（第113期）

2015
（第114期）

2016
（第115期）

2012
（第111期）

82,006

40,191 1,793
1,007 985

83,367

40,399

123,130

205,804

260,237

営業利益

1,595

4,699

7,910

　先頃発表したように、当社は三菱重工業(株)（以下　三菱

重工）と共同で、ユニキャリアホールディングス(株)（以下 

ユニキャリア）の全株式取得を決定しました。

 2012年3月期～2013年3月期は日本輸送機（株）のデータを掲載しています。  海外連結子会社の決算期変更に伴う増加分（1～3月）

通期 上半期 通期

98,506 2,968

9,061

6,291

143,692

109,281 4,054■ 高収益ビジネスモデルへの転換
　 業界リーダーを狙うポジション確立

2018年3月期の目標

■ 売上高

■ 営業利益率

中期経営計画
「Best Integration 2017」の概要

2,800億円
8.0％

※ 当社グループでは、前期に海外連結子会社の決算日を連結決算日と
同じ3月末日に変更しました。これに伴い、海外グループ会社21社
の前年上半期の対象期間は9カ月（１～９月）となりますが、上記の
「前年同期比」は、この影響を除いて（前年１～３月の業績を除外した
数字で）算出しています。
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（3月期）2013
（第112期）

2014
（第113期）

2015
（第114期）

2016
（第115期）

2012
（第111期）

（3月期）2013
（第112期）

2014
（第113期）

2015
（第114期）

2016
（第115期）

2012
（第111期）

1,991
1,014 1,078

2,138

（百万円）

経常利益

4,377

※1 2016年3月期より「当期純利益」は「親会社株主に帰属する四半期純利益」を指します。
 2012年3月期～2013年3月期は日本輸送機（株）のデータを掲載しています。  海外連結子会社の決算期変更に伴う増加分（1～3月）

事業別業績概況

32%
　国内事業は、売上高は398億8千8百万円（前年同期比
7.1％増）、セグメント利益は3億1千1百万円（前年同期比
87.0％減）となりました。なお、前年同期の売上高・セグメン
ト利益から決算期変更影響額を除くと※2、売上高は前年同
期比34億4千9百万円増加（前年同期比9.5％増）しました。
この売上高増加は、フォークリフト販売台数の増加、特に
エンジンフォークリフトの増販が要因です。一方、セグメン
ト利益は予定されていた海外生産移管に伴う大型エンジン
フォークリフトの輸出売上減少による粗利減や試験研究
費、ユニキャリアホールディングス社株式取得費用等一般
管理費の増加などにより、前年同期比12億6千万円減少
（前年同期比80.2％減）となりました。

　グローバル競争が激化するフォークリフト業界では、収益

確保のための事業規模の拡大が、ますます重要性を増して

います。また、世界的な環境問題への対応に伴い、新技術を

含めた研究開発においても規模拡大が不可欠な状況です。

同社の株式取得は、現在推進中の中期経営計画「Best 

Integration 2017」で示した「グローバル・リーディング・

カンパニーとしてのポジション確立」のための戦略の一環と

位置づけています。

　今後は三菱重工、ユニキャリア、当社の3社が一丸となり、

それぞれの保有する先進技術を結集して世界各地の多様な

ニーズへの対応力を高めるとともに、物流機器の枠を超え

た高付加価値製品とビジネスモデルを創出し、世界トップ

レベルの企業グループを目指してまいります。

2017」の2年目として、引き続き世界各地域の市況に応じ

た商品開発と販売戦略を推進するとともに、グローバルでの

サプライチェーン最適化やICT基盤の強化など、メーカー

としての基盤強化に努め、中期経営計画最終年度である

2018年3月期の目標達成につなげてまいります。

　なお当期の通期業績については期初計画通り、売上高

2,400億円、営業利益85億円、経常利益80億円、親会社

株主に帰属する当期純利益45億円を見込んでいます。

国内事業
事業別
売上比率

68%
　海外事業は、売上高は832億4千1百万円（前年同期比
21.8％減）、セグメント利益は43億8千7百万円（前年同期
比12.6％増）となりました。なお、前年同期の売上高・セグ
メント利益から決算期変更影響額を除くと※2、米国の好調
な売上と円安換算などにより、売上高は前年同期比103億
9千9百万円増加（前年同期比14.3％増）し、セグメント利益
は円安効果、米国での売上増加及び再生を進めている欧州
子会社の収益改善などにより、前年同期比19億6百万円増
加（前年同期比76.8％増）となりました。

海外事業
事業別
売上比率

2015
（第114期）

2016
（第115期）

4,3873,896

2015
（第114期）

2016
（第115期）

83,241106,431
2,481

（百万円） （百万円）

下期の展望と業績見通し
　当下半期も、国内経済は緩やかな回復基調が続くと予想

されます。海外市場も、米国を中心に先進国の緩やかな成長

が続くとともに、ASEANやインドなどアジア新興国の安定

成長が見込まれます。

　こうした状況のなか、中期経営計画「Best Integration 

株主の皆様へのメッセージ
　株主の皆様への利益還元については、その期の収益状況に

対応し、株主の皆様への配当の充実と企業基盤確立のための

内部留保のバランスに配慮した安定配当を基本としています。

当期の株主配当については、期末配当金1株当たり10円を予

定しています。

　今後も当社グループは、フォークリフトを中心とした物流

機器のリーディングカンパニーとして、株主の皆様をはじめ

各ステークホルダーの期待に応えてまいります。皆様には

引き続き中長期的視点での、温かいご理解、ご支援を賜る

ようお願い申し上げます。

営業利益売上高

（百万円） （百万円）営業利益売上高

（9月期） （9月期）

上半期 通期

四半期（当期）純利益
（百万円） 上半期

869
671

1,035
513

2,4382,608

4,480
通期

579

3,416
7,930

8,957

2,958

6,031

4,073 2,214

72,842

2015
（第114期）

2016
（第115期）

311

2,394

2015
（第114期）

2016
（第115期）

39,88837,261

1,571

（9月期） （9月期）

36,439

※2 P2の注釈をご覧下さい。
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トピックス

CHINA

　当社グループ会社のRocla Oyがフィンランドで開発・生産を担当する新型80ボルト・カウン
ターバランス型電気式フォークリフト「EDiA EX」が、世界的に権威あるドイツのデザイン賞
「2015年度レッドドット・デザイン賞」を受賞。2015年6月29日に表彰式がドイツ・エッセンにて開
催され、関係者が出席しました。
　Rocla Oyは、屋内物流機器で過去3度、同賞を受賞していますが、カウンターバランス型
電気式フォークリフトでは今回、初めての受賞となりました。Focus

　小型エンジンフォークリフトの製造拠点である三菱重工 車
(大連)有限公司（MFD）では、2012年からの生産移管計画に
より日本の三菱重工相模原工場と欧州の生産拠点から生産
移管を受けました。その後さらに新興国向けの新機種も立ち上
げたことで、現在の生産能力は、倍増するまでに拡大しています。
　同社の強みは、こうした急激な変化に対しても全社一丸で取り
組む結束力と柔軟性、そして日本生産方式を取り入れたスピード感
のある高品質なものづくり力にあります。今後もお客様満足の
さらなる向上に向け、リードタイムの短縮に挑戦していきます。

　MFDでは経営方針として「安全第一で明るく
品位のある会社づくり」と「お客様にお見せできる
工場づくり」を掲げています。工場の現場を見て
いただくことは、徹底した品質管理や、ものづくりに
対する姿勢を理解していただくためにも重要です。
過去にはマレーシアから視察に訪れたお客様から
高い評価をいただいたこともあります。今後も多く
のお客様に好印象を持っていただける工場となれる
よう、全社員で改善活動に取り組んでいきます。

カウンターバランス型電気式フォークリフト「EDiA EX」が、欧州で最も
権威のあるデザイン賞（red dot award 2015）を受賞しました。

●●

海外拠
点紹

介
vol.1

快適性、操作性、機能性を深く追求したデザインが高く評価されました。

地域別戦略

小型エンジンフォークリフトのグローバル製造拠点です。

お客様にお見せできる工場を目指しています。

サービス・サポート力の強化

Mitsubishi Heavy Industries Forklift (Dalian) Co., Ltd.

三菱重工 車(大連)有限公司

生産現場の様子

MFD全社員の集合写真

上海

広州

蘇州
武漢

大連

　拡大が続く中国のアフターサービス市場に対応するた
め、車体引揚を伴う大規模な修理やオーバーホール作
業を行う拠点として「ワークショップ」を展開していま
す。各地のワークショップでは、スタッフ教育とサービ
ス・サポート体制の拡充に努めており、お客様の利便性
向上とともに収益性の強化を図っています。

中国ワークショップ展開図

北京

Topics

　快適性と安全性を兼ね備えた頑強な
構造とともに、直感的な操作や幅広い
視野など、人間工学の観点でも優れた
機能性を実現したことが受賞の理由
となりました。
　オペレーターの操作に正確に反応する
運転性能や、高い安全性と機動性を
可能にする独自の駆動システムなど
に同社の技術力が結集しています。

EDiA EXについて

りました。

EDiA EX

表彰式にて
記念撮影

AAAAAA
車((大大大連連連連連連)))))))有有有限限公公司司
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営業利益
6,291

経常利益
6,031

当期純利益
3,416

営業活動
キャッシュ・フロー

7,696

連結損益計算書

前 第2四半期（累計）※ （2014年4月1日～2014年9月30日） 当 第2四半期（累計） （2015年4月1日～2015年9月30日）

連結貸借対照表

前期末 （2015年3月31日） 当 第2四半期末 （2015年9月30日）

売上原価
96,107

販売費及び
一般管理費
22,323

営業外収益
365

営業外費用
687

特別利益
27

特別損失
65

法人税等
1,683

非支配株主に
帰属する四半期
純利益
217

（百万円）

（百万円）

百万円143,692
売上高

流動資産
111,276

投資その他の
資産
10,086

有形固定資産
41,025

無形固定資産
5,030

純資産
58,882

負債
108,536

流動資産
106,747

投資その他の
資産
10,071

有形固定資産
41,318

無形固定資産
4,739

純資産
58,139

負債
104,738

連結キャッシュ・フロー計算書

当 第2四半期（累計） （2015年4月1日～2015年9月30日）

（百万円）

百万円13,153

投資活動
キャッシュ・フロー

4,715
財務活動

キャッシュ・フロー
829

現金及び
現金同等物に
係る換算差額
124

現金及び現金同等物の
期首残高

123,130
売上高

百万円4,699
営業利益

百万円4,377
経常利益

百万円2,438
親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円167,419
総資産

百万円162,878
総資産

百万円15,180
現金及び現金同等物の
四半期末残高

1

2

3

1 2 3

営業外費用については、為替差損401百万円を
計上しました。
特別利益については、固定資産売却益として
27百万円を計上しました。
特別損失については、固定資産処分損として
65百万円を計上しました。

百万円

※ 当社グループでは前期に、海外連結子会社
の決算日を連結決算日と同じ3月末日に
変更しました。これに伴い、海外グループ
会社21社の前年第2四半期の対象期問は
9力月（1～9月）となっております。
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Mitsubishi Caterpillar Forklift Asia Pte. Ltd.※2
Nichiyu Asia (Thailand)Co., Ltd. 

Nichiyu Asia Pte. Ltd.

Nichiyu Forklifts India Pvt. Ltd.

Nichiyu Forklift(Thailand)Co., Ltd.

Southern California 
Material Handling, Inc.

Mitsubishi Caterpillar Forklift Europe B.V.
Mitsubishi Heavy Industries 
Forklift(Dalian) Co., Ltd.

Rocla Oy
Rocla Solutions Oy

Rocla Russia Ltd.

Rocla Denmark Ltd.

Rapidparts, Inc.

Mitsubishi Caterpillar 
Forklift America Inc.

Daily Equipment Company

ニチユ三菱フォークリフト

●●

●

●
●

●

● ●

●

会社概要

事業所

ネットワーク

取締役及び監査役

社名

創立年月日

資本金

本社・京都工場 〒617‐8585 京都府長岡京市東神足2丁目1番1号
TEL 075‐951‐7171

〒521‐1334 滋賀県近江八幡市安土町西老蘇8‐1
TEL 0748‐46‐5511

〒345‐0023 埼玉県北葛飾郡杉戸町大字本郷576
TEL 0480‐37‐2108

滋賀工場

オンサイト
研修センター

代表取締役

取締役

取締役

取締役

取締役

取締役

取締役

社外取締役

社外取締役

常勤監査役

常勤監査役

社外監査役

社外監査役

社外監査役

（三菱重工業  機械･設備システムドメイン副ドメイン長）

（島津エス･ディー  代表取締役社長）

（三菱重工業  代表取締役常務執行役員  CFO）

（ジーエス・ユアサ コーポレーション  取締役）

（大日本塗料  常勤監査役）

二ノ宮秀明
種村　　茂
佐野　　隆
松本　仁志
各務　眞規
間野　裕一
御子神　隆
加藤　孝幸
大河内　健
真中　芳美
前嶋　　弘
小口　正範
倉垣　雅英
福岡　靖之

ニチユMHI北海道
ニチユMHI東北
北関東ニチユ※1

日輸車輌※1

※1：国内関連会社 ※2：2015年11月1日よりMitubishi Nichiyu Forklift Asia Pacific Pte. Ltd.に社名を変更しております。

ニチユMHI東京
ニチユMHI静岡
東海ニチユ※1

ニチユMHI近畿

本社・京都工場

滋賀工場

ニチユMHI四国
ニチユMHI九州

ニチユMHI中国

ニチユマシナリー

ニチユMHIフォークリフト
ニチユビジネスサービス

ニチユMHI中部
ニチユMHI信越

二ノ宮秀明
種村　　茂
佐野　　隆
林　　久夫
松本　仁志　
各務　眞規
中村　真明
新家　雅隆
間野　裕一
小西　憲雄

社長

副社長執行役員

常務執行役員

常務執行役員

常務執行役員

常務執行役員

上席執行役員

上席執行役員

上席執行役員

上席執行役員

ニチユ三菱フォークリフト株式会社
（Mitsubishi Nichiyu Forklift Co., Ltd.）

昭和12年8月4日

4,890,526,626円

●生産拠点 ●販売拠点

●●●●●
●● ● ●

●
●
●

●
●

●

MCF Forklift(Shanghai)Co., Ltd.

Shanghai Nichiyu Forklift 
Manufacturing Co., Ltd.

Nichiyu Forklift (Shanghai) Co., Ltd.

Nichiyu Hong Kong Co., Ltd.

●

●
● ●

●
●

●

●●

●

会社情報（2015年9月30日現在）

●●●
●

社長及び役付執行役員
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株式の状況

（2015年9月30日現在）

株主メモ

株価の推移

発行可能株式総数

発行済株式総数

株主数

事業年度

定時株主総会
株主名簿管理人

期末配当金
受領株主確定日

4月1日～翌年3月31日

3月31日

毎年6月
三菱UFJ信託銀行株式会社
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
〒541‐8502 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
TEL 0120‐094‐777（通話料無料）

三井住友信託銀行株式会社

三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
TEL 0120‐782‐031（通話料無料）

東京証券取引所市場第一部
100株
電子公告により行う
公告掲載URL
http://www.pronexus.co.jp/koukoku/7105/7105.html
（ただし、電子公告によることができない事故、その他のやむを
得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に掲載いたします。）

同連絡先

特別口座の
口座管理機関

同連絡先

上場証券取引所
単元株式数

公告の方法

普通株式

A種種類株式

普通株式

A種種類株式

普通株式

A種種類株式

392,725,256株

32,274,744株

74,191,269株

32,274,744株

4,607名

1名

（千株）

大株主（普通株式）

所有者別株式分布状況（普通株式）

株主名 持株数 持株比率

36,613

4,701

3,488

2,765

1,908

1,853

1,363

1,301

941

784

49.35%

6.34%

4.70%

3.73%

2.57%

2.50%

1.84%

1.75%

1.27%

1.06%

三菱重工業株式会社

株式会社GSユアサ

日本マスタートラスト信託銀行株式会社

明治安田生命保険相互会社

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社

東京海上日動火災保険株式会社

株式会社三菱東京UFJ銀行

株式会社京都銀行

株式会社滋賀銀行

ニチユ三菱フォークリフト従業員持株会

金融機関　23.66%

（ご注意）
1．株主様の住所変更、買取・買増請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座
を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開
設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）
ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

2．特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三井住友信託銀
行が口座管理機関となっておりますので、三井住友信託銀行にお問合せください。株
主名簿管理人である三菱UFJ信託銀行ではお手続きできませんのでご注意ください。

3．未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

ホームページのご案内

http://www.nmf.co.jp/

〒617‐8585 京都府長岡京市東神足2丁目1番1号
TEL 075‐951‐7171
FAX 075‐955‐3797 

（円）
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国内法人　57.56%

自己名義株式　0.09%証券会社ほか　0.63%

外国人　5.74%

個人・その他　12.32%
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株式情報
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最新トピックスをはじめ業績報告や会社情報
などを詳しくご案内しております。

IRページ

トップページ

IRページ

最新トピックスをはじめ業績報告や会社情報
などを詳しくご案内しております。


